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要約 

被人種差別体験へのコーピングに関する研究が蓄積されているが，このテーマに関してアジア人を対象とし

た研究は少ない。本研究では「アジア人における被人種差別体験に対するコーピング」を扱った先行研究を

概観し，得られている知見ならびに知見のギャップを特定することを目的として，22 本（量的研究 17 本，

質的研究 4 本，混合研究 1 本）の文献レビューを行った。その結果，従事型コーピングは被人種差別体験と

精神的健康度との関連を弱め，撤退型コーピングは強めることが示された。加えて，アフリカ系と比較し，

アジア系では社会的サポート・宗教的コーピングの使用が少ない可能性が見出された。また，若い世代は，

より対決的なコーピングを使用している傾向があった。一方で，質的研究が少数であること，および量的研

究において文化的背景や人種差別の特性を考慮したコーピングの測定が行われていないことが確認された。

この結果を踏まえ，人種差別に対するアジア系の社会・文化的背景を反映したコーピングの実態については

さらなる研究の必要性が示唆された。 
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I はじめに 

1. 人種差別の定義とアジア人差別 

 人種差別とは人種差別撤廃条約によれば「人種，

皮膚の色，世系又は民族的若しくは種族的出身に

基づくあらゆる区別，排除，制限又は優先であっ

て，政治的，経済的，社会的，文化的その他のあ

らゆる公的生活の分野における平等の立場での人

権及び基本的自由を認識し，享有し又は行使する

ことを妨げ又は害する目的又は効果を有するもの

をいう。」と定義されている。本稿ではこの定義に

則った上で，アジア人に対する人種差別を「アジ

ア人差別」とする。 

 

2. 人種差別発生数の現状と新型コロナウイル

ス感染症による影響 

 人種差別の発生状況を正確に把握することは困

難であると考えられるが，ヘイトクライムの報告

件数は指標の1つとなる。例を挙げると，イギリ

ス内務省の統計によれば，イギリスにおける特定

の人種への憎悪を動機としたヘイトクライムの報

告件数は2010年～2013年時点では毎年約3.5万

件，それ以降は増加傾向にあり，2014年時点に

おける4.2万件から2018年には7.8万件へと毎

年増加している（Home Office，2019）。 

 次に新型コロナウイルス感染症による影響につ

いて述べる。19世紀のアメリカにおいて，大陸
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横断鉄道建設の労働力として劣悪な衛生状態の船

に乗り移民として渡米してきた中国人たちや，複

数の中華街における腺ペストの流行，食習慣の違

い等によって，アジア人に対するネガティブなイ

メージが形成されていた（和泉，2022；Chen et 

al.，2020）。さらに，2019年に始まった新型コ

ロナウイルス感染症流行の発生源が中国であった

ことから，このイメージを助長することとなり，

アジア人差別はさらに大幅に増加することとなっ

た。 

 

3. 人種差別による精神的健康への悪影響 

先に述べたアジア人差別の増加に伴い，Wu et 

al.（2020）は新型コロナウイルス感染症の大流行

以降，アジア系アメリカ人は白人と比べてより深

刻な精神疾患を経験していることを報告した。ま

た，数多くの研究が被人種差別体験はメンタルヘ

ルスの不調と関連があることを示唆している。

333 の文献のメタ分析を行った Paradies et al.，

（2015）は被人種差別体験が抑うつ，不安，

PTSD等の精神的健康度の低い状態と関連があ

ることを明らかにした。 

 
4. アジア人差別とコーピング 

 人種差別による精神的健康への悪影響を軽減す

る要素として，被差別体験へのコーピングに関す

る研究が行われているが，このテーマに関してア

ジア人差別に焦点を当てた研究は相対的に少ない。

有色人種が被る人種差別体験は一様ではなく，そ

れぞれの人種が異なったステレオタイプ（Phillip，

2018）に基づいた被差別体験をしていると考えら

れる。したがって，コーピングに関しても他の人

種とは異なるアジア系特有の特徴がみられる可能

性があることから，アジア系に対象を絞って検討

を行う余地があるといえる。ゆえに本研究では，

「アジア系の人々における被人種差別体験に対す

るコーピング」について焦点を当てた先行研究を

概観し，得られている知見ならびに知見のギャッ

プを特定することを目的とする。 

 

Ⅱ 調査方法 

 文献検索データベースはPubMed を使用した。

本レビューにおけるテーマを中心的に扱っている

文献を抽出するため，最終的な検索式は

「asian[title]，coping[title]」とした。最終検索日

は 2023 年 8 月 14 日であった。文献の包含基準

は，（1）「アジア人が対象であること」（2）「被人

種差別体験へのコーピングに関する研究であるこ

と」（3）「実証研究であること」（4）「執筆言語が

英語であること」とした。検索結果で得られた文

献内の引用文献についても基準に該当する文献の

探索を行った。なお，出版年については条件を設

けなかった。その結果，該当文献の合計件数は22

件であり，それぞれの内容は本レビューの目的に

適していることが確認できた。 

 

Ⅲ 結果 

 用いられた文献概要とコーピング測定方法の一

覧を巻末に掲載した。著者情報，研究デザイン，

研究参加者／人数（民族別内訳記載），コーピング

測定方法を記載した。 

レビュー対象となった文献の研究デザインは質

的研究（4本），量的研究（17本），混合研究（1本），

で，刊行年は 1999 年〜2023 年であった。実施国

はアメリカ（19本），カナダ（2本）の2ヵ国であ

った。1 本は国際的オンラインコミュニティを研

究対象としていた。 

 
1. コーピング（coping）とは 

Lazarus & Folkman（1984）によれば，コーピ

ングとは「その人自身に負担がかかる，または許

容範囲を超えている外的および／または内的な要

求に対処するための認知的・行動的努力（筆者訳）」

と定義されている。コーピングはストレッサーと

ストレス反応の関係を媒介しており，特定の状況
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がどれほどストレス反応を引き起こすかは，その

状況に対するコーピングが決定要因であるといえ

る（Sanchez et al.，2018）。 

コーピングは大まかに 2 つのカテゴリに分類さ

れる（Brougham et al.，2009）。1つは従事型コ

ーピング（engagement strategies）であり，積極

的にストレスフル（stressful）な状況への対処を

試みるコーピングを指す。問題解決行動（problem 

solving behavior）やポジティブなリフレーミング

（positive cognitive reframing），および情緒的サ

ポートを求めることなどが含まれる（Tobin et al.，

1984）。問題解決行動は，状況を変えることでスト

レッサーを除去しようとする認知的・行動的なコ

ーピングである。ポジティブなリフレーミングは，

ストレスフルな出来事を肯定的な側面から捉え直

すことで，ストレス反応の軽減を試みるコーピン

グである。また，情緒的サポートを求めることに

関しては家族や友人などへ援助要請を出すことを

指している。 

もう 1 つのカテゴリーである撤退型コーピング

とは，精神的，感情的，物理的にストレス要因か

ら自分を遠ざけようとすることを指す（Tobin et 

al.，1984）。問題回避（problem avoidance），自

己批判（self-criticism），希望的観測（wishful 

thinking），社会的引きこもり（social withdrawal）

などが含まれる。問題回避とは問題を否認し，そ

の出来事に関する思考や行動を避けることである。

自己批判とは出来事の原因を自分に帰属し，自責

的になることである（例：リスクのある行動をと

った自分を責める）。希望的観測とは到底ありえな

い見通しに基づいて物事を判断するなどの認知的

戦略を指す。社会的引きこもりとは人との交流を

避け，通常より長く 1 人で過ごそうとすることを

指す。 

このように，コーピングは個人のストレス状況

への対処方法を表す概念であり，その選択は人々

のストレッサーの感じ方に影響を与える要因とな

っている（Sanchez et al.，2018）。 

2. アジア人はどのようなコーピングを行って

いるか 

1999 年にカナダで行われた研究によれば，東南

アジア系難民168人は困難な状況に対処するため

に，忍耐（forbearance）と対決的（confrontational）

なコーピングを用いていることが示された（Noh 

et al.，1999）。忍耐の詳細について，「人生の真実

として受け入れる（従事型コーピング）」と回答し

た人が77.6%，「反応しない（撤退型コーピング）」

と回答した人が60.6%，「同様の方法で仕返しをし

ない（撤退型コーピング）」と回答した人が 6.5%

であった。対決的なコーピング（従事型コーピン

グ）に関しては，「言い返す」と回答した人が58.9%，

「加害者と話をする」と回答した人が37.5%，「誰

かとディスカッションをする」と回答した人が

31.5%，「適切な機関に報告する」と回答した人が

14.3%であった。 

2014 年に行われたカナダの大学に在籍するア

ジア系留学生（中国7名，韓国2名，インド2名，

パキスタン 1 名）を対象とした研究では，従事型

コーピングと撤退型コーピングの双方が使用され

ていることが報告された（Houshmand et al.，

2014）。従事型コーピングでは，多文化的な環境に

安らぎを求めることや，同じアジア系や同文化の

グループと関わること，また，カウンセリングを

受ける（ただし，これは最終手段であったと述べ

られた），等が挙げられた。撤退型コーピングでは，

授業中に英語の発音をからかわれたため授業を１

週間欠席した，プレゼンテーションをしなかった，

等のエピソードが挙げられた。 

2021 年に行われたアメリカの学校心理学プロ

グラムの大学院生，および卒業生（中国本土6名，

香港3名，日本1名，インド3名）を対象とした

研究から，学生が学校環境で直面する差別とその

コーピングに関する知見が得られた（Yang, Chen 

et al.，2021）。このインタビュー調査ではアジア

の学生に対するステレオタイプに基づいた敵意，

侮辱，軽視を含んだ日常の短いやり取りである人
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種的マイクロアグレッションが多く報告され（例：

「アジアの学生は従順で発言をしない」），これに

対して教授や同僚に自文化について話し教育する

試みや，楽観主義の姿勢や客観的な視点を保つと

いうコーピングが行われていた（従事型コーピン

グ）。また，複数のインフォーマントがロールモデ

ルの存在がコーピングとして機能していると話し

た。学校心理学分野で既に活躍している有色人種

の卒業生の存在が，自分の専門家としての成長の

一助になっていると語られた。中国人留学生の１

人は，同プログラムのアドバイザーである黒人女

性が自分の様々な経験を学生に話してくれており，

有色人種の学生は皆，その女性をロールモデルと

していると話した。 

新型コロナウイルス流行下のアメリカにおける

アジア系およびアジア系アメリカ人（台湾人

77.9％，中国人15.3％，その他3.6％，韓国人1.6％，

フィリピン人1.2％，日本人0.4％）を対象にした

研究によれば，あからさまではない（subtle）差別

（電車で席が空いていても隣に座らない，スーパ

ーやレストランでのサービスが悪い，等の不明瞭

で気づきにくい差別）を多く経験している人は，

行動を伴う撤退型コーピングを行っていることが

明らかになった（Chiang et al.，2023）。具体的な

方法として，オンラインで食料を購入する，アジ

ア人であることを認識されないようにマスクやサ

ングラスを着用する，1 人での外出を避ける，他

国や母国への引っ越しを考えるなど，差別に遭遇

する機会を減らすための方法が挙げられた。 

 コーピングの世代間差に言及している論文もみ

うけられた。Facebook グループの調査を行った

Abidin & Zeng（2020）はオンライン上で次の内

容が話題にのぼっていたことを報告した。現在の

若い世代と比べて，アジア系移民の初期の世代の

人々は「静かに痛みに耐える（quietly enduring 

the pain）」「立ち去る（walking away）」といった

非対決的なコーピング（撤退型コーピング）を行

う傾向にあった。しかし現在の若者たちは初期の

人々よりも声を上げ，自分たちが受けている不当

な扱いに対して積極的に抗議し，可能な解決策に

ついて戦略を練ろうとする傾向がみられる，とい

うことであった。 

 

3. コーピング方法と精神的健康の関連 

Lee & Ahn（2011）はアジア系アメリカ人大学

生を対象とした研究を行い，撤退型コーピングを

用いる学生ほど精神的健康度が低いことを示した。

類似の結果を示した研究では，撤退型コーピング

の中でも特に問題回避に分類されるコーピングと

精神的健康度が低い状態の関連を示したものが多

くみられた。例えば，回避的コーピング（例：「こ

れは現実ではない」と自分に言い聞かせる，それ

が起こったと信じることを拒否する）や抑圧的

（suppressive）なコーピング（例：問題を否認し

関係のないことをする）が認識された人種差別と

抑うつの関連を強化していることが示された 

（Iwamoto et al.，2011；Wei et al.，2008）。新型

コロナウイルス感染症流行下にアジア系アメリカ

人大学生を対象として研究を行ったHwang et al.

（2023）は逃避・回避的な（escape avoidance）

コーピングと認識されるストレスに正の関連があ

ることを示した。 

 従事型コーピングに分類されるコーピングが認

識された差別と精神的健康度の低い状態との関連

を緩和するという結果を示した文献も数多くみら

れた。Liang et al.（2007）はアジア系アメリカ人

大学生を対象として調査を行い，従事型コーピン

グ（ポジティブなリフレーミング，情緒的サポー

トを求める）がより適応的な状態と関連していた

ことを示した。別の研究においてもアジア系アメ

リカ人大学生は従事型コーピング（問題解決，認

知再構成，感情表出，ソーシャルサポート）を用

いている場合に心理的苦痛が軽減されていた

（Sanchez et al.，2018）。認識された人種差別と

不安の関連に着目した研究においても従事型コー

ピング（例：「人生の真実として受け入れる」「何
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かしてみる」）が関連を軽減するという結果が得ら

れた（Nadimpalli et al.，2016)。従事型コーピン

グに分類される問題解決型コーピングの効果に着

目した研究では，この方法が人種差別を含む差別

を経験した場合に幸福度の向上や精神障害の軽減

に関連していることを示した一方で，何も結果が

得られない場合もあり，また，感情的負担，大き

なストレスがかかるなどの潜在的な害も報告され

ている（Alvarez & Juang，2010；Polanco-Roman 

et al.，2016；Yan et al.，2022）。 

加えて，民族アイデンティティとの関連を示す

研究もみられた。認識される差別とうつ病の関連

性の強さを弱める要因として忍耐（forbearance；

人生の真実であると捉える 77.6%，反応しない

60.6%，同様の方法で仕返しをしない6.5%）が示

され，この緩和効果はより強い民族アイデンティ

ティを持っている人々の間で著しく大きかった

（Noh et al.，1999)。 

精神的健康度の指標として物質使用（大量飲酒，

大麻・コカイン・その他違法薬物使用）に着目し

た Iwamoto et al.（2011）は，次のように仮説を

立て検討を行った。回避的なコーピングは物質使

用と正の関連がある一方，積極的なコーピングは

物質使用と負の関連があると仮定した。結果とし

て，コーピング方法と物質使用に関連はなかった

とした。 

 

4. ソーシャルメディアを用いたコーピング 

ソーシャルメディアの利用方法は主に直接的コ

ミュニケーション（directed communication），ブ

ロードキャスティング（broadcasting），コンテン

ツ消費（content consumption）の3つに分類され

る（Yang, Holden et al.，2021）。直接的コミュニ

ケーションは特定の相手を対象としたオンライン

でのやり取り（メッセージの送信・交換など）を

指す。ブロードキャスティングとは一般大衆に向

けてコンテンツを投稿することを指す。コンテン

ツ消費とは投稿されたものを見る・読むことを指

す。直接的コミュニケーションは高い幸福度と関

連している一方で，コンテンツ消費は幸福感を得

づらく，ブロードキャスティングは投稿する内容

によって得られる幸福度が異なる（Yang & Tsai，

2023）。 

 Abidin et al.（2020）は約 170 万人規模の

Facebook グループである Subtle Asian Trait

（SAT）の観察を行った。SAT は東アジア人の間

で人気があり，「アジア人であること（being 

Asian）」に関する内容が主要な話題となっている。

この研究では SAT のコーピング機能が次の 3 つ

に分類された。1 つ目はカタルシス（Catharsis）

である。新型コロナウイルス感染症流行下におい

てアジア人憎悪が増大する中，SATは自分たちの

不満を吐き出し，共感と支援を求めるための「頼

りになる」場となった。2 つ目はエスカレーショ

ン（Escalation）である。暴力的な出来事に遭遇し

た際は該当機関・メディア・他の Facebook グル

ープ（例.Crimes Against Asians）等へ報告するこ

とが提案されるなど SAT ではアジア人差別の認

知を広める活動が促された。3 つ目は問題解決

（problem-solving）である。SATのメンバーは，

自己防衛に関するアドバイスから，顧客不足に苦

しむアジアの企業への具体的な支援の提供まで，

問題解決のための様々なサポートをお互いに提供

しあっていた。 

 ソーシャルメディア利用についてのインタビュ

ー調査を行ったYang & Tsai（2023）は次のよう

なことを明らかにした。まず，ソーシャルメディ

ア利用方法の 1 つであるブロードキャスティング

に関する語りは次のようなものであった。アジア

人差別にあったことを投稿してもほとんど反応が

得られなかったという参加者が多くみられた。ま

たそのことに関して，人々が現状にきちんと気づ

いているのか心配になったと話した人もいた。ま

た，ある人は少ない中でも反応をくれた人々は声

を上げる（speak up）ことや，何らかのアドボカ

シー活動に関心を持っている人が多かったと語っ
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た。もう１つのソーシャルメディア利用方法であ

るコンテンツ消費がコーピングとして機能したと

思われる語りは次の 3 つであった。ある女性は身

体的な攻撃に遭遇し，脳震盪の症状が出ていた際

に，ソーシャルメディアで役立つ医療情報を得ら

れた他，自分に起きた出来事が自分だけではなく

世界中で多くの人が直面している問題だと認識す

ることができたと語った。またある参加者は

Twitterにて the StopAsianHate という言葉がト

レンドに上がっていたのを見て，ついに自分たち

アジア系が世の中の注目を得られたと思ったと語

った。 

ソーシャルメディアを用いたコーピングに関し

て量的研究を行ったYang & Tsai（2023）は投稿

とコメント（直接的コミュニケーションおよびブ

ロードキャスティングに分類される）を多く行っ

ている人ほど，ソーシャルサポートを介して被人

種差別体験もしくはそれを目撃後のトラウマ症状

が軽減され，ポジティブな感情が増加していたこ

とを示した。また，コンテンツを閲覧（コンテン

ツ消費に分類される）する回数が多い人ほどポジ

ティブな感情が増加していたことを明らかにした。

一方で負の側面として，メディアでアジア人憎悪

犯罪を目にすることで不安感が増大することが報

告された（Yang, Tsai et al.，2020）。 

 

5. 宗教思想を用いたコーピング 

 宗教思想を用いたコーピングはおおまかにポジ

ティブな宗教的コーピングとネガティブな宗教的

コーピングの 2 つに分類され，105 項目からなる

尺度が作成されている（Nie，2023）。 

ポジティブな宗教的コーピングの項目には「神

とのより強いつながりを求めた」，「神の愛と配慮

を求めた」，「怒りを手放すために神の助けを求め

た」，「神と一緒に計画を実行しようとした」等が

みられた。全体として神と自分の関係を肯定的に

捉え，神の愛や助けに信頼を置いていると思われ

る項目が並んでいる。 

ネガティブな宗教的コーピングの項目は「神が

私を見捨てたのではないかと思う」，「私の献身の

欠如が神に罰されたと感じる」，「神が私を罰する

ために何かしたのかと思う」，「私に対する神の愛

に疑問を抱く」等がみられた。全体として神と自

分の関係に不信感を抱いたり，否定的に捉えてい

ると思われる項目が並んでいる。 

宗教的コーピングと精神的健康の関連について，

ネガティブな宗教的コーピングが精神的健康度の

低い状態との関連を示した研究がみられた。Nie

（2023）は人種差別に対するネガティブな宗教的

コーピングがうつ病の悪化と関連していることを

示した。また，このコーピングが精神的健康に対

する人種差別の悪影響を悪化させた可能性がある

と報告した。一方ではKim et al.（2015）は相反

する結果を報告し，ネガティブな宗教的コーピン

グは精神的健康に対する人種差別の悪影響を軽減

していたことを示した。ポジティブな宗教的コー

ピングに関しては，新型コロナウイルス感染症の

大流行下では，人種差別に関連した精神的健康問

題に対して保護的効果は一切みられなかった。 

 

6. アジア系アメリカ人女性／太平洋諸島出身

の女性における性的暴行とコーピング 

Breiding（2014）によると，アメリカ人女性の

多くは生涯のうちに少なくとも 1 度は性的暴行の

被害を受けており，5人に1人は強姦されている。

その中でも特にアジア系アメリカ人または太平洋

諸島出身の女性は約 3 人に1 人（29%）が性的暴

行の被害を経験していると報告されている。 

性被害を受けたアジア系アメリカ人女性はコー

ピングとして受容（例：出来事が起こったことを

受け入れる，その経験とともに生きていくことを

学ぶ）および，気晴らし（例：気を紛らわせるた

めに仕事や他の活動に目を向ける，そのことにつ

いて考えないように他のことをする）を用いてい

ることがわかった。回復過程の自分をあまりコン

トロールできないと認識したアジア系アメリカ人
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女性は，薬物乱用の傾向があると報告された

（Tsong & Ullman，2018）。 

 

7. コーピングの人種・民族差 

いくつかの論文においてコーピング使用の人

種・民族ごとの違いが検討されていた。 

性被害に対するコーピングに関して大学生を

対象に行われた研究では，アジア系アメリカ人女

性は，黒人と白人の女性よりも，性的暴行被害に

対してより非適応的なコーピングを使用する傾向

があることが示された（Ullman & Filipas，2005）。 

Chang（2001）はアジア系アメリカ人の大学生

は建設的な思考をするコーピング（constructive 

thinking coping）よりも回避的なコーピングを行

うことが多いとした。また，他の人種グループと

比較し，アジア系アメリカ人大学生はサポートサ

ービスの利用が少ないことを示した。 

アメリカにおけるゲイコミュニティ内での人種

差別においては，コーピングとしてアジア／太平

洋諸島の人々はアフリカ系アメリカ人／ラテン系

アメリカ人より education/confrontation（例：人

種差別的な態度や偏見を示す人がいたら教育を試

みる，自分の人種や民族を理由に不利益を被るこ

とがあれば抗議する）を多く使用していることが

明らかとなった（Han et al.，2015）。 

 

Ⅳ 考察 

 以上，本研究ではアジア人における被人種差別

体験へのコーピングに関する先行研究を概観した。

全体として「被人種差別体験と精神的健康度が低

い状態との関連を緩和／悪化させる要因としての

コーピング」に焦点を当てて検討を行った量的研

究が数多くみられた。他方で，「アジア人はどのよ

うにして被人種差別体験にコーピングしているか」

に関して検討を行った質的研究は相対的に少なか

った。 

1． 論文数の経時的変化 

 発行年に関して，1990 年代は 1 件，2000 年代

は2件，2010年代は9件，2020年～2023年は9

件であった。2020年以降は大幅な増加傾向にあり，

特にソーシャルメディアを用いたコーピングにつ

いて焦点を当てた 3 件の研究は，全て 2020 年以

降に出版された雑誌に掲載されていた。また，新

型コロナウイルス感染症流行以降の研究は全て明

確にアジア人差別に焦点を当てられていた一方で，

それ以前の研究では異文化適応や性暴力等の文脈

の一部としてアジア人差別を取り扱っている研究

もみられた。この要因として，新型コロナウイル

ス感染症によるアジア人憎悪の増大によって，従

来不可視化される傾向にあったアジア人差別が注

目されるようになったこと，そしてさらに，アジ

ア人差別による心理的苦痛や精神的健康について

研究する必要性が増加したことが考えられる。 

 

2. アジア人差別と他の人種差別における類似

点と相違点 

見出された類似点に関しては次の通りである。

アジア人において，撤退型コーピング（特に回避

的なコーピング）は被人種差別体験と精神的健康

度が低い状態の関連を悪化させ，従事型コーピン

グは関連を緩和するという結果が得られた。この

結果は他の条件下で行われた先行研究の結果と類

似している（West et al.，2009）。    

相違点に関しては次のことが考えられる。黒人

における被人種差別体験へのコーピングをテーマ

としてシステマティックレビューを行った Jacob 

et al.（2023）は,  黒人が社会的サポート，宗教的

コーピング，回避的コーピング，および問題焦点

型コーピングを主に用いていたことを明らかにし

た。アジア人においては社会的サポートと宗教的

コーピングは多くの研究において用いられていな

かったことから，この点において黒人との相違点

が示唆された。加えて，アジア人においては若い

世代はより対決的なコーピングを用いるという世

代間差が存在する可能性が示され，アジア人のコ
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ーピングに関しては特定の世代ごとに検討を行う

必要性が見出された。 

また，人種・民族によって差別や偏見の内容は

異なっている。例えば，黒人では「怖がられる」

場面に日常生活で遭遇しており，「黒人男性のそば

を通るときは財布を握りしめる」「必要性がないの

に警察を呼ぶ」等の経験が報告されている

（Rogers，2020）。ムスリムの人々に対しては「テ

ロリスト」のイメージを持つ人がいることが報告

されている（Tummala-Narra et al.，2016；

Zainiddinv.，2020）。アジア人は「笑い者にしてい

い」という傾向が見られる(Lee, 2022)。また，ア

ジア的な価値観として，「自分の強い感情を表現す

ることで周囲の人に重荷を背負わせたくない」等

が報告されており（Yeh et al.，2006），文化に依

存する価値観がコーピングに関して何らかの影響

を及ぼしている可能性がある。こうしたそれぞれ

の人種・民族ごとの背景を反映したコーピングの

実態に関しては本研究では明らかにされなかった。

加えて，本研究では明確に言及している文献はみ

られなかったが，アジア人女性は従順・エキゾチ

ック・超女性的（hyperfeminine）といったステレ

オタイプを持たれており（Keum et al.，2018），

それらに基づいた人種と性別の交差的な差別を経

験している（Dixon，2021）。このような差別に対

するコーピングに関しては検討の余地が多く残さ

れている。 

 

 3. 日本人と他のアジア系民族との差異 

研究対象者に関して，日本人を主な対象者とし

てコーピングの検討を行った研究は検索結果にお

いてはみられなかった。研究対象者の内訳詳細を

みると（表 1 参照），「フィリピン」「東南アジア」

「東アジア」「南アジア」に対象者を絞った研究は

行われていた一方で，日本や日本人に焦点を当て

た研究は見受けられなかった。また，アジア圏内

の様々な民族を幅広く対象者としている研究も数

多くみられたが，そのような研究において日本人

は少数派，もしくは参加していないものが多く見

受けられた。したがって，日本人の研究参加者を

対象とすることで日本人に特有の傾向がみえてく

る可能性がある。考え得る他の民族との差異とし

て，日本には声を上げた者が責められる「被害者

たたき」の傾向があると言われており（朝日新聞

デジタル，2021），このことがコーピングに関して

も，影響を及ぼしている可能性が考えられる。出

来事を否認したり，「仕方ない」と考える，といっ

た形で，被人種差別体験に関して声を上げないこ

とを選択している可能性が考えられる。 

 
 4. 使用されたコーピング測定方法 

量的研究において使用されたコーピング尺度に

関して（表 1 参照），最も使用頻度が高いものが，

3 件の研究で用いられた Carver らによる尺度

（The COPE Inventory，The 28-item Brief 

COPE；Carver，1997；Carver et al.，1989）で

あり，次点で，2 件の研究で用いられた Tobin ら

によって作成された尺度（A modified version of 

Coping Strategies Inventory ， The Coping 

Strategies Inventory；Tobin et al.，1989）であっ

た。いずれも様々な場面において使用されている

コーピング尺度であり，人種差別が関連するスト

レッサーに特化したコーピング尺度ではなかった。

ゆえに，被人種差別体験とその他のストレッサー

になり得る体験に対して用いられるコーピングが

同様であるかどうかは検討の余地がある。加えて，

ストレッサーとコーピングの双方に比較的新しい

概念や社会情勢の変化，技術の進歩を反映した研

究がみられた。例を挙げると，新型コロナウイル

ス感染症によるアジア人憎悪やソーシャルメディ

アを用いたコーピングに焦点を当てた研究におい

ては，著者自身が，ニュースやソーシャルメディ

アなどで報告されたインシデントレポートや事前

に行われたインタビュー調査に基づいて作成した

尺度を用いていた。また，比較的新しい概念であ

るマイクロアグレッションに焦点を当てた研究も
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みられた。こうした進出のものを反映した研究に

関しても，更なる発展が望まれる。 
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